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情報教育か らみ た小中学校 に おけ る学習活動の分析
一 小学校社会科に おける情報活動の分析を中心 に 一
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平成14年度か ら小中学校で完全実施に移行 した学習指導要領に お い て は, 小学校, 中学校 , 高等学校の 各段階で体
系的な情報教育が実施され る ことが期待され て い る｡ 情報教育の体系的な実施の ため に は総合的な学習の 時間だ け で
なく, 各教科 にお ける学習活動と連携 して いく必要が ある｡ 本研究で は教科, 特 に小学校の 社会科に お ける学習活動
を情報教育の立場か ら整理 し, 具体的に情報教育の 目標と関連して い る部分を検討して い く研究に つ い て , そ の可能
性と現状を報告する ｡
辛 - ワ ー ド : 情報教育, 学習活動, 社会科教育, 小学校教育
1
. あらま し
情報教育 は, 平成14年度から本格実施され た小学校 ･
中学校 , 15年度か ら実施され る予定の 高等学校の学習指
導要領の 中で ! 小学校, 中学校 , 高等学校の各段階に お
い て 取り組む重要課題とされ て い る ｡ 小学校か ら高等学
校にか け て の12年間の学び の 中で 体系的に実施される こ
とが求められ て い る の で あ る ｡ 小学校で は総合的な学習
の時間を中心とし て , 中学校で は技術領域の ｢情報と コ
ン ピ ュ ー タ｣ ならび に 総合的な学習の時間を中心 に授業
(情報教育) が展開され ると考えられる ｡ 高等学校に お
い て は新教科 ｢情報｣ が設置され , 総合的な学習の 時間
との関連で活動を展開するこ とが可能で ある｡ 教育制度
の改革と平行 して , 政府の バ ー チ ャ ル エ ー ジ ェ ン シ ー な
ら び に ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク ト , e-Japa n 計画に お い て
情報化に対応した教育の 重要性が強調され , 学校 に満 け
る情報ネ ッ ト ワ ー ク 環境も急速に整備され て き て い る｡
た とえば , 富山市で は, 平成14年度か ら, 光 フ ァ イ バ ー
を利用した高速回線を小学校, 中学校に 順次導入する計
画を進めて お り, 学校 に おけ るネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス の
速度が実用的な レ ベ ル に な り つ つ あ る ｡ 学校毎の パ ソ コ
ン 配備 に つ い て は, 全国の は とん ど全て の 学校に1 台以
上の パ ソ コ ン が配置され て い るが , 学校規模に よ っ て必
要な環境が異なる ことから, 一 律の 基準 (小学校, 中学
校共42台) で の導入で は, 柔軟性の ある情報機器の 利用
が期待で きな い ｡ そ こ で ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク ト に お い
て は, 各 ク ラ ス に 1台の液晶プ ロ ジ ュ ク タ ー と 2台の パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ を設置する方針を明らか に した｡ 情
報の 活用は, 総合的な学習の 時間ばかり で はなく , 各教
科の 授業に お い て活用され る べ き で あり , 情報提示装置
と して コ ン ピ ュ ー タ を活用する ことから始める こと に よ っ
て , 現在 の教員の教育活動に無理な ぐ情報活用を結び つ
ける ことをねら っ て い ると考えられる ｡
こ の よう に環境整備と制度が整う中で 問題に なる の が,
教育現場が情報教育を実施する上で の 教材や授業案, 提
示する素材や授業を行うため の ヒ ン ト の ような , 情報数
育の ソ フ ト ウ エ ア的な資源の 不足で ある｡ こ の 問題に対
処するため に , 国 の プ ロ ジ ェ ク ト や, 研究機関, 研究団
体, 企業など様々 な レ ベ ル で 研究や開発が進め られ て い
る｡
しか し, 我 々 は情報教育の 目標を達成するため に は,
各教科の教育活動で コ ン ピ ュ ー タ が活用され る こ と に加
え て , 各教科に おける学習活動と情報教育の 学習内容が
対応づ けられ, 教師がそ の こ と を自覚した上で 授業を展
開する必要が あると考えた ｡
教育現場に おける教育活動に情報教育を無理 なく取り
込む ため に は,
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(1) 情報教育の 目標を明確にする
(2) 情報教育の学校教育にお ける位置づ けを明確にす
る
(3) 情報ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接続環境を整備する
(4) 情報教育を実践する先行事例を示す
(5) 情報教育を実践する上で の ガイ ド ラ イ ン を示す
(6) 情報教育を実践するため に参考となる資料をイ ン
タ ー ネ ッ ト上 に整備する
な どの 準備が必要で あ る｡ (1), (2), (5) は文部科
学省な らび に研究機関の 仕事で あり, そ の成果と して ,
平成14年6月 に ｢情報教育の 実践 と学校の 情報化一新
『情報教育 に関する手引』- ｣ (文部科学省, 2002) が公
表された｡ (3) に つ い て は文部科学省等の イ ン タ ー ネ ッ
ト関連の 国家予算な らび に , 地方交付税と し て 予算処
置が行わ れ て き て おり , 環境 の充実が急が れ て い る｡
(4) に つ い て は C E C や J AP ET とい っ た関連団体 の
活動や , イ ン タ ー ネ ッ ト 上で 教育活動を支援す る団体 ･
個人 の 努力に よ り, 情報が提供され て い る｡ ま た出版社
に よる教員向けの雑誌で も繰り返し特集が組まれ るな ど,
各種 メ デ ィ ア を通 し で情報が流通 して い る ｡ (6) イ ン
タ ー ネ ッ ト上 で の実践事例の 公開に加え て , 情報教育の
授業を展開する ス テ ッ プ毎 の 内容と子供用の ワ ー ク シ ー
ト , ワ ー ク シ ー ト利用 の 注意点, 授業 の時間管理の 手引
きを合わ せ た ｢レ シ ピ｣ も公開され る よ う に な っ て き た
(メ デ ィ ア教育開発 セ ン タ ー , 2001 な ど)｡ ま た各教科で
授業中に 利用で きる デ ジ タ ル 素材の 分析と, 具体的な素
材の作成もプ ロ ジ ェ ク トと して 進行して いる (コ ン ピ ュ ー
タ 教育開発 セ ン タ ー , 2001 な ど)｡
2 . 研究の 目的
我々 の研究 は, 小学校, 中学校の各教科 にお ける授業
に含まれ る学習者 の 情報活動を, 学習指導要領か ら抽出
し, 情報教育の 目標と関連づ けた上で , 具体的に教科書
の どの 部分が ど の学習活動に関連して い る の かを分析す
る ことを目的とし て い る ｡ こ の 論文で は, 小学校の 社会
科を中心 に異体的な例を示す o
3
. 研究の 方法
[分析者]
大学研究者, 現職教員, な らび に情報教育研究を専門
とする大学院生か らなる研究グ ル ー プ で 分析を行 っ た｡
[ 素材資料]
研究の基礎資料と して , 各教科の学習指導要領な らび
に そ の解説, 教科書 , 文部科学省の情報教育に 関する公
式文書 (情報教育に関する調査研究協力者会議 , 1997;
文部科学省, 2bo2) を利用した｡
[手続き]
本研究の 内容 は以下の 3 つ の ス テ ッ プ で構成され て い
る｡ こ れ ら の ス テ ッ プ の関連を図示した のが図1 で あ る ｡
<ステ ッ プ1> 学習指導要嶺の分析
学習指導要領の 文章を読み, 情報教育に 関連する部分
と, 教科教育独自で はあるが , 情報教育 (特に コ ミ ュ 与
ケ - シ ョ ン) の基本と し て必要不可欠と考えられる視点
(考え方, い わ ゆる常識) を抽出する こ とが で き る｡ そ
れ ゆえ, こ れ ら の 知識を情報活動に必要な認知の ｢視点
(V P)｣ と いう形で抜き出すこと に した｡
<ス テ ッ プ2> 情報教育の 目標との対応づけ
情報教育の 目標と各教科に含まれる情報教育に関連す
る学習活動を対応づ ける作業を行う｡
<ステ ッ プ3> 具体的な教科書や年間指導計画 と
の対応づけ
具体的な教育活動 は教科書に よ っ て影響される の で ,
教科書の 内容やそれを前提と した年間指導計画と, 情報
教育に 関連する学習活動を対応づ けて 示すこと に よ っ て ,
教師が情報教育を実践する上で の 助けと なる｡ 具体的に
は, 各教科の 教科書の 内容と関連 ならび に具体的な年間
指導計画との 対応を検討する｡
4 . 結果
< 指導要嶺の 分析>
小学校国語と小学校社会科に おける情報教育に 関連す
る学習目標と, 教科独自の 視点 (もの の捉え方) を抽出
図1 . 本研究における情報の 関連図と研究の 3 つ の ス テ ッ プ
ー74-
情報数青か らみた小学校社会科の 学習活動
蘇
t担
ゆ -柊 女 ー 伸 一 抑 t--6 ニ t' s> ij 塑 出 l 匝 山 林 需 日 記 4- 辞
?-
: -
. . . ヽ i] ぐ
一
山 Lj
o
i) 碑 桝 Q LJ胡叶 t1 出 撃
整 〉 高 岩 < j3 本 態 桝 碕 - 一 . . - m
;:... - 巧 欝 u 愈 匪 ゆ #.6 ハふ 柑 4J 拙 ∩ i!it6 ー 琳
t9 ゆ り 碑 > 桝 輔 - 蛍 6) ･≡.t . - ::一 , ." E m
･ ≡
. ‖." ::..- . 岬 媒 世 塵 拭 ｣ i-< 叶 i!4Ⅱ L1 珊 哨 iN TQ1ヒtJ
紬 Q 七lll口 碑 sl 4J 碑 嘩 皿 侶 rQ - 本 ー 卜 朴 . 6;貨 ｣ 空
J
{ J 窒 括 +J 沖 本 榔 ｣
I - -
.!. ,.. ･ ;;". 肥
_ 棉 -a 態 叶 s, i1 る tJ a ｣ ･
‖
.. R
.
.
. 乱 国
･ l- . ::... "I - l 芸 ｣ 1か ゅ 記 名 ｣ 射 林 木 呼 称 ¢ 柵 牌 ー 欝 献 沖 L)
-
.
. = . :: :? t
I
. . - - :: " ... Ⅶ ヨ
l
,
! ゞ . .::" I.
.
.
.
.!"
_
lll
● ●
r< ｣ 脊 琳 り 番 鳴 霊 園 軸 ≠ 柵 79 責 翌
′'
( 小旗 糧 柵 赫
● ● ● ● ● ●
章
Q
叫ノ
毒歪暮雲窒
a-.5 .Wn 抑 tJ P ｣ 哨 柵 Tl ( ∩ m 土ま 脚 一
S 哨 P ニ 耕 軸き 世 故 碑 iq p ,7t 貢 -
雷 管 管 玉冒遥1LIH 望 蒜芸 ド冨 芸笠⊥吋警告
･ ,
巳 .
.
≡ -ヨ . E m
要害≡蔓芸
□ s, Q 型 細 分
芸 l ■
.
.
I .
.
I .I .
書芸蓋義蓋蓋霊惹宝木芸貰慧歪車壷塁潮書芸
ii P 佃 油 9- ｣ 媒 tJ 6; 翻 竹
富 杓 粕 田1n 叶 守 雄 コ jg: - ゆ 柵
梱 in壬 Q t-i ,1S
蘇 ぐ #.宣 ｢ 掛 ニ
琳 望 F 野
｣
ト 型
● ● ● ●
要 紬 匪 ㌣ 匪 - ,t9 鈷空 室 舵 轟 Ll i< i<｣ ,q 碑 土 巾□ u i<ヽ 桝 媒 -
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
EZ]
f｣
iJ
脂
トP L^ 十捕 碑 i1 日. ゆ り 匪 u ,t9 a 岬 碑 石 宮
ー
he .～: 守 ( _ -
:= …
:= 空 洞 ■国
･il a 軒 .Wg 租 冠 - ::招 . .A. , .
竺 冨告ご慧警S冨芸三晶望嘉誓言墓蓋蔓墓室ゆ嚢∂芸歪
I
.!L . E m
-
.
ー
. ､
碕 碕 6) H.宣 ー H,宣 ∩ i) 増 額
■ ■
ー1 .
L
.
I . .
-
Il l
-
ヨ■ 一 ≡
塁
-
. -/
.
E
. h .】..
善蚤蓋喜至芸三軍
芸≡墨壷表芸警葺
● ● ● ● ●
-
." ," = .
I
.≡. 巳 .
. - , F m
ニ 丑 頭いト 増 村 替 顛 堪 桝 ー JJ ,tg 赫 噸 仲 村 軸 桝 舛 轡i<,1R 皿 ,il 墾 L1
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
EZ]
り
＼/
柵
-l 三川l(
I
･.
‖ .
.
.
"'
..
" . F m- 豪 .巾 村 ,｢ 岬 紅 i 蝶 忘 tJ 津 柵 ロ 柵 ゆ 群 ｣
l "M ヨ‖■. . - I . .
E 巳
■ . =
-
.
l
. E m…ll - . lll :川ll■ ● 唄 碑 礎 軒 碑 貰 碑 富 h@ 燕 出 iEn Q 鬼itn
芯 .甘 藍 憩 ij 造 出 瓢 軸,3 tJ ( - ゆ 粋 髄 吋 本 畔 it n Q 煙 毒 琳 -&i<
･ ;
" ≡.. I L . ｣ 穿 欝 堕 宅 還 り Tij 南 部 tJ Ef: 凶 桝 智 H
l ●
■ ■ ■
ゞ
ー
-
.
=
'
..
I
" == - ▲ t m
I .:- . -
-
I 僻
) )
6)
'
'
,7t 披 ニ 和 一t< 碑 碕ーN! ーh< ○ 吋 蝶 輔
L , . ::
…
K -
. ･ ヨ. . ー .帽 . E m
琳 沖 !i 愈 6;匪 6)i<碑 ニ 外 電 富 里 斗 ) G) ニ GH J Q _ 4J u 主旨 Q Q
て ■ ■
=
- ,"
.l . 碕 > 〉 健 ト 〉 柵 卓朝 rlR - 柵 tJ 淋 駕 需 辞 辞
ー lJJ.:I
.
ヨ
ー I(I . ;
" ! E ::..
● ● ● ● ● ● ●
#.ri- 柵 将 帥 将 領 - -xt 叩i<岬 匪 皿 柵i<.h< 呼 称 4<iS沖 哨 哨
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
EZ]
り
＼/
誕
●
EZ]
り
+
E3 P
本 ニ 躍
･1 轄 ti1 糟
I
/ I
鞘 rQ u 也
ヰト N! .∩ -U tJ 小
pu 軒 i6弓鰻 ニ <□
り ヰー 岬 碑 O ｣
ニ 姓 -a 4) u 轄
i1 撃 て来 り - 置 ー
中 Q u L1 匪 掛 tJ要望雪雲亭蓋歪蔓蓋∴霊≡
■
｣義軍葺
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
檀 I - ≡!= 一
I
:
川 .■■- lll ■
● ● ● ● ●
田
皿
本 ニ J ト@ 僻 地
! . .1I . "
萱藁蓋潮蔓書〉蓋萱〉葺蓋a 買
" . != ! ≡
. .
..
. .
."≡
-
● ● ● ● ● ● ● ●
空 匪 雫 需 濡 憎 朝 霞 堕 輿 望各 ,o 望 軒 空 匪 志 村 柵 甫 E 1.宣 埴ト〔
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
牡
朴
･ 1 封- N 杜 - 牡 寸 秒 岨 杜 .
- 牡 l
壁
皿
撒
空
Q
F
F
輩
E
y
蝶
密
蟹
岬
凍
り
J
世
E
j
瓢
卦
Q
(
証
腔
E
E
]
)
歴
鵬
柵
空
瓢
朴
ぜ
卦
t
r
[
'
L
鵬
(岬
本
部
哨
佃
?
り
;
j
て
野
和
)
(
只
吋
Y
.
町
)
岬
T
Y
肘
1
二
C
L
り
1
皆
瀬
Q
)
舶
琳
富
胡
小
作
(
聖
)
岬
本
E
y
恥
芯
2
富
球
春
%
安
部
F
j
官
尊
哨
a
)
.
判
F
]
+
柑
糧
.
国
賓
(
響
)
S,
i
榊
野叩
り
1
霊
草
畔
碑
厳
格
胡
#
(
壁
)
堀
､
繋
6
･
二
?
岬
留
ヰ
贈
ゆ
皆
瀬
Q
)
廉
恥
富
胡
ゼ
(
)
A
)
坤
q
?
P
琳
棚
f
1
朝
墜
G
)
噸
【
耽
ス
d
A
)
岬
柵
･1
聾
斬
り
○
宮
磯
部
埴
?
り
岬
-f
]
7
磁
束
Q
)
空
尉
空
丁
囲
(
d
^
)
屯
悪
岬
j
L
盛
挙
ゆ
i
r
蟹
Q
)
T
随
c
o
洛
E
]
(
d
L
[
)
巾
増
･
1
屯
繋
小
二
?
娘
粁
佃
q
j
,
髄
Q
)
嫌
機
C
t
)
洛
E
]
(
d
]
[
)
岬
j
l
E
]
出
り
1
制
竹
B
g
Q
)
恥
恥
潮
Q
田
研
一
?
淋
磯
Q
)
婦
E
]
(
d
^
)
岬
本
E
j
FL
?
1
要
田
Q
)
琳
個
Q
頼
E
j
(
d
^
)
(
q
[
触
Q
瑚
筆
耕
噸
)
吋
q
?
P
Q
)
q
(
g
本
惣
鞘
)
中
小
蛸
准
f
)
嫌
機
(
i
l
l
)
E
E
幽
廿
朴
S
搬
岬
j
-
Ⅲ
出
り
1
執
州
畔
S
･
.
Y
?
j
鳴
り
1
性
判
Q
)
ヤ
Y
石
壁
霊
G
O
?
団
i
d
?
(
超
せ
)
淋
雌
G
)
喋
昏
噌
…
転
i
9
糠
G
)
虫
皿
(
J
^
)
昭
j
l
E
]
出
〓
9
軌
範
S
>
T
Y
;
j
鳴
り
}
態
封
G9
ヤ
Y
芸
*
'
[
B
g
Q
)
?
野
営
卓
B
d
凪
?
(
番
蜜
)
淋
槻
Q
)
喋
毎
軸
竹
岸
-
f
心
抽
G
)
令
皿
(
d
^
)
岬
本
E
]
棚
≠
り
叫
墜
匪
G
)
?
匿
恵
7
離
職
ゆ
i
)
.T
養
伸
甘
碑
此
i
‖
零
細
竹
い
両
(
d
^
)
仰
木
皿
出
り
!
墜
B
g
Q
)
7
憶
【
営
q
]
Q
)
定
囲
?
珊
磯
S
,
i
)
.
F
･
起
空
似
嵯
整
地巾
i
帝
(
d
^
)
岬
Y
相
似
窓
掛
g
士
f
L
避
妊
ゆ
畦
毎
増
小
雨
1
｣
宜
当
?
学
習
暑
Q
)
r
y
J
囲
(
聖
)
I
岬
i
Ⅲ
出
り
～
｣
心
)
Q
)
セ
Y
G9
野
君
;
j
c
･
虻
紳
士
蝶
群
書
坤
(
T
F
･
避
妊
沖
嵯
宴
軸
【
M
帝
(
d
^
)
岬
阜
Ⅲ
出
り
1
｣
5
)
Q
)
ヤ
Y
Q
)
野
営
吋
q
?
G
)
耕
職
S
,
i
l
.下
灘
替
地
喋
笹
軸
〔
仰
帝
(
d
^
)
S
,
I
F
.
皿
榊
≠
り
1
執
Z
i
%
%
.
Y
･
町
り
)
1
5
)
Q
ヤ
Y
芸
棟
琳
ゆ
f
)
一丁
凝
皆
碑
喋
蚕
棚
叩
い
帝
(
d
^
)
小
s
･
_
>
E
j
出
り
叫
他
省
Q
)
駐.吐
神
髄
叫
.
竪
唱
Ys,t
.
離
職
掛
川
.
臣
蛍
1
｣
?
轟
柵
廿
Q
)
i
5,
毎
叫
〔
蒜
(
d
^
)
y
岬
q
?
･1
令
凶
宙
巾
叶
Fj
助
Y
]
?
和
%
定
.
旨
.
也
.
忙
Q
ゆ
;
]
令
皿
望
(
監
制
叫
撮
)
喋
(
d
^
)
観
世
富
到
着
G
)
文
盲
凶
忙
Q
5
;
j
な
皿
G
)
ト
音
G
)
(
毎
期
岸
)
嘘
(
d
Ll
l
)
ト
S
,
港
?
判
り
2
国
賓
E
]
(
聖
)
嘩
本
E
u
坦
碑
京
銀
(
壁
)
S
,
T
Y
軒
て
需
ゆ
切
放
u
Q
)
(
竪
確
諒
)
畦
T
E
･
心
神
Q
)
令
皿
(
壁
)
(
g
)
置
柵
Q
)
Y
3
f
;
j
｣
叶
締
り
叫
(
紗
淋
噸
.
q
l
舛
.
艇
凝
'
牒
霊
)
嘩
猷
G
)
野
君
_f
]
霊
堂
畔
(
d
^
)
‖
冊
巾
叶
昔
日
打
Q
)
野
営
(
d
^
)
高
山
[
桝
0
野
営
(
d
^
)
岬
t
P
心
鯉
心
長
野
着
想
藩
撃
yj
g
朝
型
g
j
l
選
り
7
｣
心
神
G
)
4
,
Y
(
a.O
小
†
中
二
型
Q
)
3
(
争
蛾
叫
F
Q
)
細
(
d
^
)
輔
蟹
恥
-
却
.
Q
;
j
柵
]
二
祐.(
d
^
)
岬
忘
5
鯉
5
る
C
l
宜
G)
疎
望
穿
撃
_
V
j
富
瑚
磯
g
j
L
B
g
り
)
｣
付
仲
Q
)
4
,
Y
(
d
A
)
ト
(
車
掌
L
E
L
吋
I
F
T
圧
f
q
:
恕
瀬
G
)
架
空
1
C
･
f
り
了
J
､
恥
¢
机
率
G
9
CJ-
;
j
な
皿
)
;
j
]
T
直
毛
軽
部
1
t
･
T
り
7
｣
､
和
¢
(
輔
T
)
他
車
Q
Y
Q
)
細
(
≡
)
L
放
伸
二
凝
(
小
二
?
二
｣
奄
1
J
T
圧
)
1
]
萩
り
}
瑞
賢
空
Y
(
d
^
)
cz
+
｣
[
樹
f
)
･
Y
[.･t
]
(
L
7
4
,
Y
(
][t])
S
,
T
Y
.
町
(
壮
〇
岬
q
q
?
桝
り
]
哨
浄
(
磐
)
崎
+
側
野
川
(
蟹
)
吋
i
外
政
(
聖
)
佃
T
Y
軒
て
幣
1
こ
C
1
り
1
朝
T
Tl#Q
)
埋
封
o
)
4
,
Y
Q
)
野
営
(
響
)
(
S
)
昭
二
1
ぐ
?
赫
尋
牽
S
,
柵
P
山
嶺
弄
り
1
%.
駄
f
)
監
軍
籍
(
d
A
)
昭
二
1
C
･
和
C
l
溢
畑
地
味
噌
り
1
吋
空
f
)
監
翠
細
㈹
(
d
A
)
ト
諜
蛸
c
>
溢
淋
照
桝
f
I
叔
何
淋
沖
牒
君
.
肺
羊
歯
■
潔
Y
望
柵
潔
<
二
潜
宙
∨
(
.
利
F]
T
9
51誓
.
叫
髄
紳
)
ヤ
Y
)
率
P
富
野
堕
匿
(
d
^
)
(
I
.
?
Fj
田
せ
恥
.
牌
桝
.
和
恵
誓
.
艦
耕
)
B
g
撃
墜
B
g
Q
)
港
;j
g
断
碑
利
鞘
(
d
^
)
(
薮
瑚
'
溢
恥
博
樹
)
心
仰
柵
(
d
^
)
(
姫
君
.
純
音
頭
.
責
Y
)
恥
責
(
d
^
)
巾
Y
軒
(
聖
)
吋
-
i
棚
田
叩
(
壁
)
岬
j
l
朴
頭
(
聖
)
岬
Y
軒
て
需
1
二
C
･
り
}
瑞
丁
岬
軒
ゆ
胡
鞘
G
)
ヤ
Y
G
)
野
君
(
糎
i
)
(
寸
)
琳
t
q,
芸
L
[
壁
Q
)
車
巾
叶
■
淋
僧
?
4
,
Y
Q
野
営
空
り
2
淋
柵
¢
蝶
萩
(
d
A
)
岬
q
?
還
啓
忘
f
l
り
1
雑
掛
¢
鮮
需
(
d
A
)
岬
T
Y
軒
て
需
1
二
C
I
り
1
鱗
騎
¢
鮮
存
巾
中
仙
丁
圧
]
放
棄
ゆ
坪
野
G
)
埋
却
G
)
野
営
(
撃
)
)
-
剖
㈹
漢
■
錯
宗
.
潜
巾叶
.
淋
槻
(
d
^
)
T
圧
監
世舟
Q
収
心
却
(
d
^
)
(
訓
≠
盟
)
塵
榔
#
(
d
^
)
K
も
(
d
^
)
滅
相
(
d
^
)
N
L:重
Y
胡
(
d
A
)
岬
T
Y
射
て
需
1
二
C
･
り
)
E
f]
琳
坤
中
仙
T
[
且
｣
冊
舟
空
砲
確
1
哲
Q
)
印
-
剖
Q
)
闇
【
一
習
(
撃
)
岬
判
･
1
野
性
1
｣
7
楽
射
空
【
昏
献
牒
]
(
d
A
)
監
照
付
長
者
i
.
碕
..?
空
1
繋
盟
蜜
髄
健
忘
照
付
る
各
c
'
y
′Lq
.
将
押
E
首
<
二
塵
鈷
>
岬
q
?･1
琳
t
F'
芸
雅
称
¢
鰐
萩
g
j
L
雷
り
1
田
或
Q
)
蜜
併
催
g
n
胡
蝶
聖
;
j
｣
献
聖
ゆ
些
細
f
)
り
叫
T
[D)
虻
畿
Q
慎
耕
(
J
^
)
吋
q
?
P
他
項
芸
北
牌
c
i
鰐
家
崎
本
金
審
%
蛍
駄
Q
.
判
F
j
(
Y
t t
q
:
･
媒
固
)
-L*
n
(
咋
T
c
i
者
空
り
1
T
匡
空
斐
c
o
軽
潮
(
d
A
)
S
,
q
'
1
琳
脚
芸
7
り
岬
中
神
丁
圧
｣
蜜
斐
佃
野
際
Q
)
埋
却
G
9
〟
滑
貿
(
d
^
)
岬
¥
軒
(
柵
ナ
)
岬
本
棚
露
(
聖
)
や
+
朴
¥
(
艇
i
)
g
_吋
軒
て
驚
1
二
C
･
り
叫
帯
忌
蜜
僻
健
■
(
Y
j
[
･
媒
脚
)
-
+
*
n
(
蝶
H
.
某
(
壁
)
岬
T
Y
軒
1
｣
桝
畔
q
]
(
埜
)
岬
j
L
り
7
勺
付
b
Tt
]
ゆ
心
安
Q
)
僻
‥
T
[
G
)
贈
装
¢
磯
城
C
t
)
野
営
1
｣
磁
q
]
7
既
着
(
d
A
)
S
,
車
名
と
塀
(
)
Fj
6
(
審
)
り
山
C
]
c
S
′
で
Q(
G
9
?
匪
舌
<
感
溢
∨
岬
本
り
7
g
付
冨
%
田
瞥
c
o
称
±
G
)
噌
醤
¢
槻
却
Q
繁
栄
1
｣
駁
山
T
7
寄
書
萱
Q
)
官
Ⅲ
(
d
A
)
岬
-
f
皿
世
り
)
脚
普
c
o
柵
T
t
Q
)
姫
醤
c
>
噸
胡
Q
)
野
営
(
]
^
)
吋
T
Y
付
7
佃
藤
懸
僻
題
¢
南
鯉
働
胡
1
]
7
監
琳
宮
邸
#
岬
二
1
.
Y
桝
ゆ
埋
却
Q
)
令
E
j
-
(
C
I
C
)
=
B
g
G
9
7
(
[T
皿
)
佃
二
1
せ
桝
碑
鯉
却
Q
)
岬
;
]
F7
皿
F
6
(
柵
T
t
G)
僻
溢
¢
槻
剖
G)
野
営
(
d
^
)
ト ､丁
小
輩
c
o
照
桝
.
(
利
率
7
溢
替
)
諮
潔
輯
t T
T/
F
j
叫
刊
監
G
9
7
瑞
T
G
)
1
｣
7
柵
酎
誓
?
服
装
(
d
z
O
墜
監
Q
)
7
轡
畔
%'
E
j
?
藤
懸
職
封
Q
)
野
営
(
d
A
)
岬Lt
l
T
C2
桝
町
1
｣
監
鞘
5
<
g
.
t
7
-
fj
世
橿
■
聾
J
=
.
鵬
嘩
∧
題
醤
∨
岬
本
皿
榊
芯
)
Y
T
G)
ヤ
Y
(
d
^
)
崎
i
桝
塀
J
)
7
闇
【
君
Q
)
壁
Q
E
t
J
E
E
l
(
d
^
)
(
壁
)
吋
]
i
立
山
]
(
壁
)
呼
Y
軒
(
聖
)
岬
_
i
-
糊
緊
(
唯
一
)
S
･
本
朴
y
(
聖
)
巾
j
･
皿
出
り
1
切
替
?
漆
E
f
]
り
)
Q
C
r
j
崎
T
Y
軒
1
こ
C･
り
2
称
T
[
Q
)
僻
些
冬
場
.
S
G
)
繋
君
(
d
^
)
嘩
.
Y
.
町
て
照
1
二
C
･
り
山
剖
虻
?
砕
E
G
)
柵
T
t
Q
)
裾
堪
¢
磯
部
Q
)
領
【
営
(
壁
)
帯
紐
ナ
Q
)
学
者
(
官
)
r
.z
･
1
〓
.
=
f
]
り
7
/
7
1
f]
.
E
F
r一*
貿
T
'
Z
:
#
営
1
｣
?
姦
軸
佃
f
l
T
誕
皆
ゆ
定
.
良
.
也
.
駐
c
>
繋
君
.fj
3
7
f
軸
(
≡
)
吋
こ
1
L
F
杓
鮮
な
り
2
(
定
.
L
E
A
.
也
.
忙
)
余
凶
育
た
f
2
野
書
伸
二
･1
Y
せ
Q
)
令
皿
(
d
^
)
S
,
本
皿
州
訂
2
奉
告
e
闇
【
君
(
d
^
)
崎
奄
7
伽
1
｣
野
rl*
ゆ
宜
着
E
j
(
壁
)
ゆ
す
糊
幣
(
聖
)
g
本
妹
潜
(
蟹
)
吋
て
需
1
二
C
･
り
1
藤
堂
G
)
宜､
.
L
t
d
.
也
.
忙
中
3
滑
貿
fj
増
穂
(
聖
)
【
島
貫
･
1
J
*
令
･
掛
耕
‥
a
】
【
墓
貢
･
装
令
･
軒
騨
‖
a
】
【
島
貫
･
装
束
･
酵
耕
‖
a
∪
【
蝶
写
Q
)
辞
墾
‖
P
】
【
単
a.r.i
.
i
-
電
柵
】
【
3
i
]
準
岬
]
i
圃
倫
】
S
,
T
Y
軒
1
二
C･
り
1
堕
監
Q
)
匝
Q
切
替
G)
髄
称
f]
富
朝
出
G)
鮮
碧
(
d
^
)
(
撃
)
(
L
[
岬
¥
軒
)
S
,
T
Y
軒
1
二
C･
り
?
､
剖
普
G)
藤
林
.
fj
宮
邸
#
Q
)
闇
【
君
(
d
^
)
(
壁
)
(
崎
す
辞
哨
埴
?
り
;
j
て
需
)
S
･
-
i.
野
性
り
2
富
蝶
番
仲
夏
射
fj
富
塗
畔
Q
)
.
叫
Fj
国
営
(
壁
)
岬
本
測
深
.
髄
題
ゆ
藤
林
胡
#
g
土
壌
〓
]
び
常
習
(
壁
)
岬
柵
･
1
豊
田
り
2
富
礎
輔
叫
7
り
吋
fj
7
砧
存
Q
C
2
粍
?
聖
鶴
f
)
朝
出
野
営
(
J
A
)
吋
+
E
nJ終
ゆ
堪
琳
e
Y
蝶
G
)
野
営
1
｣
?
C
l
る
毒
恥
S
･
?
碕
絹
叫
蛋
拭
t
fj
富
7
2
;
魁
(
≡
)
;
j
£
9
j
/t
･
i
2
-
各
Q
蛋
舛
-
fj
宮
部
劉
f
)
窒
醇
Q
野
営
c
}
J
y
軸
Q
5
yL
封
Q
)
ヤ
Y
Q
)
軍
営
(
d
^
)
唱
-
L
E
]
出
〓
1
鼓
嬬
富
智
君
1
｣
?
紫
野
Q
野
営
(
d
A
)
c･
定
ゆ
琳
皿
G
)
L
｣
7
屯
-
Q
朝
出
闇
【
営
(
d
A
)
世
皿
廿
朴
寸
.
e
鯨
S
,
q
?
1
僻
同
一
_
fj
宮
口
粋
N
打
1
富
.
i:
仰
叫
f
)
頼
t
j
(
d
]
O
c･
酔
和
地
･
皿
G
9
1
｣
?
紳
慣
醤
G
)
朝
#
･
僻
匪
(
d
A
)
c
･
肺
舟
碑
t
9
'
潜
小
二
?
S
,
初
潮
り
)
胡
‥
詩
鮭
匿
(
d
L
O
岬
j
-
柵
t
瓢
ゆ
選
輔
Q
)
蜘
新
富
田
t7/
(
d
]
O
c
･
虻
%
聖
職
S
･
j
L
昇
り
]
叔
磯
?
T
囲
Q
婦
E
]
(
≡
)
cz
,
_
P
.
霊
草
巾
副
i
i
]
7'.+
b
]
(
(
,
ヰ
〓
こ
..1･.)
g
本
港
封
1
二
C
･
り
]
細
～
封
朝
出
(
d
]
1
)
世
皿
76
吋
二
1
]
哨
栂
粋
鑑
定
猫
望
(
蛋
)
.
唱
摩
Q
炭
恕
f
)
(
d
A
)
.
南
世
辞
聖
望
(
壁
)
Q
昔
鞘
I
.
A
.
I L
T
J
･
,
W
]
(
(
.
.
.
'
I
j
.
r
･
)
･
.
rj
.
%
r
L
i
.
i
(
J
･
T
J
･
札
.
I
(
.
,
,
こ
:
I
-･
F
1
望
‥
;
I
.
,
t
[
[
.
#.
潜
Q
庶
醸
?
粛
糎
牒
堅
岬
f
J
.q
!
り
J
定
朝
起
.
N
鵬
情報教育か らみた小学校社会科の学習活動
帯
解
Q
)
朝
丑
鮭
Ⅲ
Fj
暑
併
(
d
^
)
柵
率
G
9
血､
職
盤
E
El
(
d
^
)
小
繋
Q
L
(
壁
鮭
固
年
賀
糊
塗
囲
G
)
侭
Ⅲ
(
d
A
)
C
l
毒
Fj
L
Fj
富
q
y
桝
(
]
^
)
C
l
芸
fj
C
･
t
fj
富
媒
盟
ス
d
A
)
j
;
蟹
Q
)
態
胡
C
O
4
,
Y
Q
Ⅲ
二
世
Q
C2
芸
t
fj
C･
?
樽
E
]
(
d
^
)
r]
g
潜
Q
)
同一
芸
#
吋
士
将
り
岬
昧
製
(
d
]
O
杓
昏
‥
≠
Q
)
ロ
終
珠
政
劃
.
(
d
^
)
杓
S
レ
〔
小
嶋
｣
仙
賞
辞
油
叫
T
駆
牛
山
[
輔ー
岬
r]
畔
(
d
A
)
輩
嚇
t
F
,
)
二
L
机
剖
り
1
轄
?
ヤ
Y
G
9
E
El
肴
(
d
^
)
昭
水
和
(
壁
)
岬
i
E
y
世
叫
..?
fj
玄
射
¢
斑
岩
(
堅
)
嘩
jL
糊
霜
(
壁
)
.
S
,
¥
軒
て
野
叩
L
二
C
･
り
1
棉
E
]
Q
昔
G
)
耽
包
.
(
蟹
)
溶
噸
b
r
.q
F
有
壁
Q
)
1
]
7
回
E
g
(
]
^
)
単
著
G
)
叫
X
(
≡
)
顛
矧
肘
Q
勝
阻
(
d
A
)
(
せ
輔
c
o
埋
却
団
B
j
7
描
囲
)
穴
¥
軒
Fj
宮
林
輔
G
)
世
解
放
樽
Ⅲ
(
d
^
)
?/
二
=J
.
t
j
や
ぎ
T
L
r
(i
㈹
暑
(
.Jl･
rl,
)
古
(
I
)
F
f
)
｢
㌣
(
竜
]
:
L
r
(
君
)
豊
L
臣
･ .
1
T
'
I.T,
.
(
(
要
り
∵
5
'
]
..+(
T
[
)
I
ba
(
j
]1.)
岬
二
1
二.T
梱
り
7
i
t
T
Y
軒
F
j
宮
せ
鳩
Q
)
頚
飾
E
E]
据
E
]
聖
餐
潜
川
田
Q
)
准
Ⅲ
Q
)
楢
醇
(
d
A
)
)
率
り
1
曳
;
j
呼
名
f
)
ゆ
T
匡
?
拙
榔
Q
鯉
城
固
院
f
)
空
車
(
d
A
)
潜
3
=
仰
叫
斑
(
d
A
)
S
,
+
旺
印
≠
3
{
定･如
(
壁
)
柏
木
樹
霜
(
整r)
岬
T
Y
軒
て
野
叩
1
二
C･
り
1
楯
率
G
)
Sロ
心
此
間
G
)
婦
E
]
(
壁
)
;
j
c
･
Fj
り
叫
小
f
本
?
]
疎
林
甫
誕
F]
琳
潮
岬
土
弟
り
1
朝
出
匪
Ⅲ
f
)
輯
E
]
(
d
^
)
(
雌
ぜ
世
相
‥
書
棚
G)
T
荘
Q
)
軽
部
)
;
j
怠
け
嘩
芸
丁
旦
Q
僅
潮
田
Ⅲ
(
d
A
)
;
j
｣
庶
召
Q
1
｣
7
鵬
圃
Fj
富
川
団
巾
2
椅
E
]
.
適
者
蛍
(
d
^
)
(
珊
州
囲
‥
粁
)
岬
q
'
芸
域
製
Q
)
舟
耕
肝
(
曽
世
)
S
,
r
り
1
常
E
j
(
d
A
)
L
tz
･
!
需
1
二
C･
り
∵
.
?
f]
草
案
Q
)
6
F
･
,
q
∴
｢【
.
F
.
僻
｢
岳
Q
)
世
㈱
阻
婦
Ⅲ
.
(
令
韓
岬
C
t
長
鳥
り
1
E
E
l
芸
#
)
朝
鮮
Y
改
革
賞
N
推
.
髄
掛
掛
Ⅲ
(
聖
)
(
5
:
Y
軒
小
二
?
車
営
Fj
富
鮭
E
E
]
)
;
j
]
〓
｢
正
造
卓
君
fj
富
鮭
囲
(
喋
恕
Q
Q
:
蘇
)
(
d
^
)
(
朋
輩
G)
L
(
E
g
)
?
]
｣
嫌
襟
芸
L
[
凪
Q
)
せ
E
]
1
C
･
Y
〓
1
ど
暫
磐
b
Tt
]
(
d
A
)
崎
て
雷
1
二
C
･
り
7
蝉
粁
Q
恥
H
ま
(
壁
)
吋
て
雫
1
二
C
･
り
1
j
I
潜
霊
感
(
僅
慣
)
'
舟
脊
椎
E
]
･
壮
～
E
]
.
樟
牒
Q
)
潮
I
聯
囲
駐
常
E
]
Y
(
撃
)
(
舶
､
…
竪
小
二
〃
米
甚
)
;
]
t
P
Y
C
4
留
畑
山
T
舛
米
甚
り
)
Q
9
;
j
G
9
ど
ピ
g
!
(
d
l
)
;
j
t
f
琴.Tq
軸
尋
二
袖.P
柵
宿
怨
Q
)
I.
?
F
]
肝
牡
増
訂
.
哩
幽
熊
嘩
(
d
^
)
;
j
c
･
=
j
L
F
拙
Q
)
付
名
B
j
舌
望
{
7
q
C
･
柵
Q
)
｣
l
ど
増
Q
)
婦
Ⅲ
(
d
^
)
申
y
需
1
二
C
･
り
1
L t
7
f
]
q
[
監
欝
輔
.
提
要
心
～
yE
1
.
ー ｣
笹
牒
Q
)
宴
喋
(
聖
)
;
j
c
･
刊
虫
芸
E
; E
])
卦
′
ノ
]
振
;
j
c
･
鳴
り
)
ど
皆
(
d
A
)
;
j
宕
9
田
芸
謝lig
r
Q
)
山
[
輔
Y
L
E
d
'
1
銘
品
ど
暫
_f
j
コ
*
7
k
(
d
^
)
;
j
]
恨
尉
芸
磐
酋
S
,
T
り
7
巾
尚
(
り
)
Q
?
?
C
4
C
S
鮭
Q
)
ど
暫
斑
村
野
)
(
d
^
)
;
j
｣
7
円
盤
毛
桝
二
重
{
小
血
=
(
G
)
ど
皆
牡
L]
)
(
d
^
)
S
,
て
野
叩
1
二
C
･
り
叫
朴
嘗
朴
圃
.
朗
報
丑-
吐
壁
駄
)
静
.
凪
惑
.
rl払
巾
什
岬
レ
下
.
C
l
朝
食
G
9
笹
椎
凪
‥
ロ
(
壮
〇
(
蕃
哨
G
D
ど
皆
E
g
が
淋
)
;
j
潔
s
q
ど
暫
;
]
｣
恨
榊
C
l
鮭
る
ど
皆
既
僻
耶
(
d
A
)
S
,
て
需
1
二
C
･
り
2
-
堪
i
肘
G
9
血
潮
･
E
E
]
∬
蟹
.
礁
1
1
Q
)
轟
エ
Y
(一
叶
(
聖
)
(
7
り
岬
忘
杓
｢
l
R
凶
1
忘
9
土
C
･
芸
糧
岬
f
)
り
こ
y
輔
)
;
]
t
i:
満
潮
芸
ぎ
桝
L
t
d
淵
(
d
A
)
崎
て
雷
1
二
C
･
り
1
値
頚
c
[
蜜
糊
竹
瀕
Fj
宕
哨
ど
Q
)
吋
り
;
j
£
′
q
地
毛
毎
堆
L
E
l
珊
(
壁
)
(
こ
槻=Q
)
q
y
拭
G
)
巾
〕
偶
7
堪
琳
)
;
j
c
-
叫
蛮
芸
S
]
L
潜
崎
T
り
1
巾
=
唱
(
d
A
)
吋
て
雷
1
二
C
･
り
フ
ノ
寮
母
?
侶
.
C
9
桝
丑
G
)
仲J
4
牲
旬
蕃
ノ
｣
帝
Q
)
計
賀
(
響
)
(
7
り
崎
鳴
石
B
:
T
Y
軒
小
二
?
南
r
頼
t
j
)
岬
碑
石
山
y
2
[
Q
)
｣
嘩
せ
E
]
(
d
^
)
;
j
｣
村
営
造
S
[L
奄
;
]
]
7
′
｣
r
骨
沖
叫
Y
(
d
^
)
(
〃
雷
舶
.
Q
)
#
r
桑
{
小
血
｡
)
;
j
｣
拙
壮
Q
)
世
蚕
食
血
･
(
d
^
)
(
岬
fj
り
}
確
臣
芸
二
伸
Q
7
萱
佃
1
Q
紳
T
)
嶋
C
f
g
[
t
1
常
世
空
潮
岬
帖
(
d
^
)
ゅ
り
胡
造
山
y
軸
fj
富
胡
･ ~
#
P
?
り
吋
本
少
}
側
石
神
食
糧
Q
E
g
(
d
^
)
(
%
-
i-
C2
;
j
｣
媒
山
幣
Q
;
j
｣
ど
匡
?
q
-
〕
竹
Q
)
媒
油
〇
岬
C
P.坦
ほ
る
鼠
舌
±
71y
輔
(
d
^
)
岬
て
需
1
二
C･
り
1
鯉
胡
Q
)
繋
叫
.
j
r
埜
Q
)
加
,
糊
竹
重
7
y
.
振
満
Q
)
q
l
Y
.
宙
拡
G
)
q
[
X
塵
Y
(
聖
)
%
j
L
E
j
側
石
2
.
照
一吋
軒
岬
心
霊
り
1
瑠
泣
≠
Q
)
凪
c
o
頼
Ⅲ
(
d
A
)
吟
て
田
仲
%
.
刈
F
j
鯨
=
壁
牛
稚
箆
(
壁
)
吋
q
?
･
1
遠
類
f
l
砲
¶
袖
(
d
A
)
S
,
鳩
. s
g
C
4
叫
潜
Q
り
1
壷
磯
(
d
^
)
岬
て
悪
1
二
C
り
一
軒
巾
軒
C
l
軸
磐
Q
)
姦
唯
(
響
)
嘩
_E
.
皿
F
り
u
安
部
Q
)
′
L
?
fj
奄
q
y
桝
¢
塩
類
■
増
刊
コ
I
舛
.
柵
率
Q
塁
Y
1
｣
?
饗
滞
空
f
j
富
朝
魁
(
d
^
)
岬
小
皿
神
石
一
助
奉
e
)
Y
3
E
争
潔
魁
Q
)
u
下
E]
(
d
^
)
岬
j
L
Ⅲ
榔
芯
)
鵬
=
鞭
富
碗
磯
G
)
帖
心
耕
Q
ゆ
;
i
(
r7
皿
(
d
^
)
佃
.
Y
村
仲
蕃
舶
‥
)
F
掛
碑
瑚
嘩
(
聖
)
岬
て
雷
1
｣
野
磐
梯
委
射
Q
)
i
?
_f
]
森
山
[
桝
牛
遠
類
.
機
軸
コ
y
桝
F
j
富
鞘
ピ
■
利
率
G
)
蜜
Y
Q
)
T
朝
潮
(
壁
)
s
,
て
需
1
]
旺
#L
碑
韮
射
G
)
I
?
_f
]
姦
q
y
舛
令
達
増
.
磯
増
q
[
桝
yj
富
哨
ど
.
机
蛮
Q
)
塁
Y
Q
)
T
副
職
(
壁
)
岬
T
Y
射
て
需
1
こ
C
･
り
2
藤
林
F
j
.
f
Q
T
碗
魁
Q
)
常
E
]
(
壁
)
(
I
)
紳
思
(
L
[
吋
T
Y
軒
)
吋
Y
軒
付
T
G
E
(
.
.
?
fj
輔
川
.
讃
撃
革
感
動
)
甑
洋
二
3
T
C
I
T
%
蕃
確
Q
)
藤
林
宮
邸
起
(
堅
)
(
吋
j
L
yZ
哨
沖
?
り
;
j
て
究
)
岬
j
L
琵
S
]
り
2
富
蝶
番
%
委
細
雷
撃
輔
G
)
+
7
F
j
哨
杜
.
国
営
(
響
)
s
･
本
樹
霜
り
1
富
塗
畔
佃
破
格
朝
出
(
響
)
r
h
Y
T
r
]
II
J
り
∵
1
1
巾
.:
l
[
.;
こ
f
-/
4,
.
｢
rL
)
4
F
!
l
(
b
鑑
三
(
]
]
t,)
昏
Y
芸
?
り
申
初
潮
1
｣
7
Y
婦
E
]
小
凝
や
音
z
E
(
i
)
1
)
扇
丑
G
)
婦
E
]
吋
f
)
鵜
〓
坤
胡
岩
盤
囲
(
d
A
)
(
3
)t
剖
?
q
]
2
C
G
)
既
着
.
隆
二
ぜ
Ⅲ
二
鞍
Q
)
%'
[
琵
?
せ
皿
)
埋
却
Q
Ⅲ
二
難
Q
%'
l
霊
7
浄
E
]
(
d
^
)
穴
¥
軒
c
'
S
[t
酋
c
)
せ
E
]
(
d
^
)
親
密
Q
柴
潜
岬
本
冊
監
?
慎
胡
柾
E
]
(
d
^
)
(
蟹
磐
)
S
,
+
聾
酎
;
1
富
堪
輔
碑
7
り
岬
F
j
7
鵬
存
Q
)
聖
軸
f
7
鵬
E
g
(
d
^
)
塾
側
脚
C
O
媒
=
l
Q
常
E
]
(
d
A
)
草
餅
㈱
c
t
)
朝
磯
Q
准
n
(
d
A
)
s
,
j
L
(
漂
闇
)
嘩
粁
f
)
胡
#
d
･
搬
匝
(
d
L
O
噸
山
-
以
‥
;
]
t
F
撃
(
J
^
)
類
淋
Q
)
Y
媒
;
]
｣
藻
場
り
山
嘩
牒
(
d
^
)
賛
辞
暫
時
小
輩
酎
付
′
G
(
項
港
_f
j
g
碗
磯
佃
婦
E
l
(
d
^
)
E
;
;
叫
牡
卦
9
搬
s
,
嶋
L
1
琳
倒
;
1
棉
g
[LQ
)
聾
耕
N
L:
?
邸
堕
丁
園
芸
盤
射
蕃
傑
(
d
]
O
小
(
岬
軒
林
野
畔
埋
却
)
や
q
?
㌣
憧
叡
岬
j
L
謀
り
)
野
際
磐
剖
c
>
堪
単
Q
田
圃
毒
肺
tTl/
(
d
]
(
)
†
｣
付
)
Q
セ
Y
C
9
野
営
岬
q
?
a
)
切
替
1
ぜ
止
る
童
輔
肇
塀
(
d
^
)
琳
堅
Q
峯
塀
c
>
爪
鮮
碧
(
d
^
)
他
車
c
9
P
各
G
9
鑑
査
･
(
d
^
)
(
哩
怒
岬
i
規
P
=
坤
養
堂
Q
)
固
)
図
解
S
,
i
)
.
F
･
顛
普
碑
丁
駄
Q
牌
皿
(
d
^
)
巾
二
1
C
･
正
伸
冊
B
g
Fj
発
願
?
耕
雌
牛
世
剖
Q
)
ヤ
Y
f
)
鮮
鮮
Q
)
T
凪
(
A
)
1
)
嶋
¥
軒
(
恥
]
,
)
%
て
雷
1
J
E
y
恕
ゆ
委
細
Q
)
卓
G
)
%
国
営
(
壁
)
呼
T
Y
軒
て
雷
1
こ
C
･
り
2
i
=
整
Q
)
3
_f]
*.
E
]
Q
)
T
画
e
)
椅
E
]
(
撃
)
轟
蜜
?
軽
令
G
)
非
職
辞
聖
Q
せ
Ⅲ
(
]
^
)
岬
二
1
?
桝
ゆ
磯
剖
琳
丁
右
側
垂
Q
)
蜜
照
c
>
略
解
)
T
恕
ゆ
君
琳
禦
?
貿
倒
封
(
d
A
)
(
蜜
単
こ
磐
c
>
糾
u
HD
二
悼
)
L
F
駄
?
媒
T
G
)
姫
祢
津
端
磯
晋
撃
(
a
.
O
嘩
二
1
1
C
f
霊
)
肋
Y
り
2
埋
却
回
凪
空
非
職
欝
聖
Q
沖
仰
叩
博
哩
師
■
整
振
.
雅
卓
(
d
]
1
)
佃
q
'
L
1
昏
Y
毛
蟹
聖
F
j
素
描
Q
辞
整
(
d
A
)
(
磐
)
s
,
二
1
｣
恥
1
f
.q
F
碑
執
Zj
%
_
f
j
柵
Y
り
1
班
湖
Q
)
凹
E
E
l
f
)
非
職
穿
聖
(
d
A
)
(
聖
)
吋
Y
軒
(
壁
)
吋
て
需
1
｣
蟹
慎
ゆ
委
細
(
舵
〇
岬
_
i
.
卦
嘩
(
墜,)
g
.
y
柑
て
雫
1
こ
C
･
り
2
(
耕
概
算
聖
)
淋
雌
G
9
L.?
-f
j
f
l
慣
Q
)
樽
E
]
(
壁
)
呼
二
1
一対
桝
赫
機
胡
耕
丁
芸
初
車
c
'
贋
戦
c
>
鴫
恥
句
恕
沖
要
軟
禁
?
営
嘩
瑚
(
d
A
)
(
空
車
′
ノ
単
年
糾
昭
二
姫
)
L
[
蘇
?
喋
T
Q
)
柵
畢
#<
神
職
封
(
d
A
)
(
判
T
G
)
線
素
)
巾
本
増
監
佃
軽
晋
琳
T
1
｣
各
礁
芯
弱
媒
健
也
り
1
労
費
崎
q
?
(
d
A
)
嘩
f
j
疎
芸
凝
世
1
C
･
T
り
9
智
者
(
d
]
[
)
岬
嶋
芯
辞
世
当
り
山
傾
城
非
T
(
d
)
O
軽
食
Q
蜂
蜜
琳
1
年
僧
rj
)
難
丁
世
唾
Q
)
婦
芯
(
d
^
)
吋
二
1
Y
桝
ゆ
僅
朝
出
囲
芸
u
Du
副
群
T
Fj
ヤ
埜
(
d
A
)
坤
′
｣
1
｣
?
j
鎌
瀬
｢一部
謎
tf
j
琳
糊
佃
¥
3
[
ゆ
埋
却
Q
,
固
E
g
f
2
磯
城
淋
T
Q
)
牌
E
u
d
^
)
S
,
T
Y
軒
(
聖
)
坤
て
需
1
｣
窄
僅
碑
L
.
?
F
j
妄
歌
l
嘩
貴
君
.
国
賓
(
壁
)
嶋
j
l
樹
霜
(
響
)
岬
T
Y
軒
て
緊
1
二
C
り
2
(
非
職
Y
)
Z
)
噸
輔
淋
T
Q
)
せ
E
]
(
撃
)
利
率
Q
)
普
職
.
t
T
塩
碑
常
軌
誓
?
岩
槻
朝
(
]
]
t
)
s
,
二
1
二
率
1
｣
け
り
%
輔
T
f
2
確
磯
部
(
]
A
)
(
崎
q
?
芯
ヽ
E
<t
-
H
rl>
,
Q
潜
没
岬
本
匠
r)
≠
空
り
1
営
T
)
胡
空
Q
)
蟹
r]
終
着
T
G)
婦
Ⅲ
(
d
A
)
(
s
,
£
側
石
蜜
磯
封
P
野
際
富
鞘
起
¢
坪
野
輩
E
j
)
軽
食
Q
)
蜜
槻
測
定
車
F]
叫
Q
)
捧
E
]
(
d
l
l
)
s
,
q
?
Q
定
朝
伸
二
1
J
Y
書
付
長
E
E
l
i
6
(
d
]
[
)
s
,
二
1
.
Y
桝
沖
.
P
!
対
句
G)
朝
凪
芸
僧
舗
定
朝
Fj
ヤ
蟹
(
d
l
l
)
%
二
1
C･
正
ゆ
C2
怠
{
G
Z
(
q
t
ノ
桂
?
轡
防
寒
皿
f
)
輔
噸
某
牛
淋
唯
Q
播
E
]
(
a,1)
伸
二
1
｣
;
j
畔
%
[lg
誕
Fj
琳
脚
C
O
堕
常
夏
胡
G)
田
園
聖
経
機
首
¢
淋
唯
Q
)
俸
E
]
(
d
A
)
吋
.
Y
軒
(
鞭
1
)
岬
て
雷
1
J
E
#
恥
へ
碑
一
利
Fj
豪
故
.
準
哲
晋
.
国
賓
(
聖
)
吋
本
棚
驚
(
整
)
峠
¥
酔
ぞ
需
1
′
ノ
C･
り
○
(
米
機
題
l
)
琳
磯
煮
争
紫
郎
Q
)
せ
E
l
(
壁
)
6i己l
モ＼ m
＼-ヽ,
ト ､ 丁ト 十 小 cq
＼ー
77
した結果を, そ れ ぞれ表1 ならびに 表2 に示した｡ 小学
校の国語の教育内容は, 低学年, 中学年 , 高学年の 3つ
の 段階で , 話す ･ 聞く, 書く, 読 む の 3 つ の 領域で の目
標が示さ れ, 構造化された ス パ イ ラ ル構造が明確に示さ
れ て い る｡ 情報数育との関連を分析したと こ ろ, 漢字 ･
文法 ･ 敬語表現など の言語事項以外は, は ぼ そ の まま情
報教育の目標と 一 致する ことが明らかとな っ た｡ 国語科
で は, 視点 の ような教科固有の 内容は少なく, そ の まま
情報教育の目標に関連して い る ことがわかる｡
こ れ に対し て , 小学校の社会科 (表2) は, 身近 の 地
域か ら世界 へ と い う広が り の方向性は明確に示され て い
るが , 教科固有の内容が多く , 内容そ の も の の構造 は必
ず しも明らか で はな い ｡ そ の 中で , 純粋 に情報活動だ け
を選ん で い く と, ｢調 べ る｣｢観察する｣｢ま とめる｣｢ 考
える｣ など の言葉だ けが選ばれ る こと に なる｡ つ ま り社
会科 など の教科で は ｢0 0を調 べ る｣ と い っ た対象も含
んだ形で情報活動をとらえ る必要がある こ とが分か っ た｡
ま た, 教科の 学習内容に つ い て 考え る と , ｢地域の環境
と して 地理的条件に注目する｣ と い うような ｢ もの の 見
方 , 考え方｣ と いう部類に属する知識が多く含まれ て い
る｡ こ の よう な, もの の 見方に関す る知識は , 小学校高
学年 , 中学校, 高等学校にお ける情報の見方や考え方の
中核を成すと考える こ とが で きる｡ 分析結果を表2に 示
した｡
表2 を見て分かる ことだが , 学習指導要領で は, 社会
科の目標に おける情報活動は, 調 べ る, ま と める (表現
する), 考え る こと で あり, 相手 に積極的に それを伝え
る こ とは明示され て い な い｡ 目標 に は, 調 べ た こ とを表
現すると い う内容が含まれ て い るが , 相手 に伝えるより
ち, 情報を表現する こと に重点が置かれ て い る｡ こ ど も
の発達段階を考えれば, 調 べ た こ とを話し合い , 伝え る
活動を利用する こと で , 学習 に対する動機づ けを高め た
り, 考えや理解を深める ことが期待で きる ｡
<情報教育の目標との対応 >
抜き出した情報活動に対 して , 情報教育の 目標に対応
した ラ ベ ル を っ け た｡ 小学校社会科 にお ける分析結果の
一 部を表2 の中 に示した｡ ラ ベ ル は永野らが メ デ ィ ア教
育開発セ ン タ ー (2001) で示 した体系的な情報教育の 目
標リ ス トの 中分類を利用した｡ 情報教育の 体系的な目標
リ ス トの 小分類や個々 の 目標項目との 関連を っ ける作業
も行 っ た が , 対応関係を明確に つ けられな い内容も含ま
れ て い た ｡
< 教科書との対応づけ>
具体的な教科書との対応づ け に つ い て は, 分析者が対
応関係に ある部分をリ ス ト ア ッ プ し, 研究メ ン バ ー 全員
で 内容の 確認を行う形で , 妥当性を チ ェ ッ ク し た｡
表3 は, 学習指導要領の小学校社会科の 3年生4年生
の部分の 最初の記述から情報教育に対応した学習活動を
表3. 小学校社会科3年生の 教科書 と情報活動の対応
第3, 4学年 教科書 (東京書籍)との 対応
内容
(1) (情) 身近な地域や市, 区, 町, 村 の特徴に つ い て
調 べ る 3年上
: 1 わ たしの まち, み ん な の まち (p2-47)
(悼) 観察する p.4-9
(情) 調査する p.10-19; p.20-27;p.28-43
(情) 白地図を利用してまとめる p.1 ト19; 絵地図はp.16-17
(V P)地域の特徴に注目する 町の い ろ い ろな場所を比 べ る
ア (V P) 自分の住ん で い る地域は行政区分 (市, 区,
町, 村) に分類され て い る
(VP) 身近な地域や市, 区, 町, 村 を特徴づ ける変
数として 地形, 土地利用, 主な公共施設 (場所と
働き), 交通 の 様子な どに 注目する
(内) 地域の情報
(悼) 地域の情報を調 べ て まとめる 見学
コ - ス 作り (44-45), ガ イ ド マ ッ プ作り(46-47)
絵地図の 工夫 : p.16/地図を作 つ て話 し合うp.19
(2) (悼)地域の生産や販売の 仕事の内容と特色に つ い
て調 べ考える 3年上 : 2わた したち のく らしと商店 (p48
- 74)
(V P) 地域の生産や販売の仕事 に つ い て考えるため
に 内容と特色に注目する
(悼) 見学する p.54-71(ス ー パ ー , 商店, 特色 の ある店)
(情)調査する p.48-49;買
い物し ら ベ p.50-53(質問作りか らグ ラ フ作
成ま で)
(悼)考える ちらし調 べ p.72 (全体通して)
(悼) 比較する 市内の店舗の比較
(情)(V P) 国内の 他の地域と比較する 他の市と比較する (姫路と秋田) p42
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表4. 小学校5年生1学期の 社会科指導に おける情報活動の分析
単 元 名 指導時期( 時数) 月 小
単元 (題材) 名 主 な 学 習 活 動 時数
Ⅰ わ た した 4 - 5月 4 ･ ど き どきわくわく ○我が国の地形や気候を概観し, く ら しや産業の様 1
ち の生活と食 (12時間)
⑧
5
⑧
たん け ん 日本列島 子に つ い て考量旦 9_ 2料生産 ･ 食料産地探検隊
･ 頚城平野の 米づく
○食料生産の 様子を調 べ , 白地図にまとめ, ど こ で ,
1 米づ く り ど の よう に 作られ て い る の か , 興味をも つ o
2
1
の さかん な庄 ○米の産地に せま ろう○
内 (頚城) 辛 ･ 米袋や統計資料などから, 米 づ くり に関わる学習
野 問題を作る .__
○頚城平野の 土地と気候と米 づくり
りを調 べ よう
･ 米 づくりの 問題点
･ 頚城平野の 土地利用の様子や気温の 様子を調 べ る○
○頚城平野の 米づく り
･ 農作業の 様子に つ い て , 調 べ て みた い こ とを決め,
資料や聞き取り等か ら調 べ , 発表する○
･ 苗 づ くりと水の 管理
･ 安全な米づく り,
･ 品種改良,
･ お い しい 米を届ける工夫
3
3と解決の 工夫 ○稲作の 問題点を調 べ , 解決の 工夫に つ い て , 考え
る○
･ 米 づ くりを取り巻く問題
･ 効率を よくするため の米づくり
･ 共同作業と これか ら の米づくり
2 水産業が 5月下 - 6
⑧
･ 魚をと る人の写真 ○写真や資料を見て , 学習計画を立て る○ 2
さか ん な八戸 6月下 をみ て 考え ようo ･ 調 べ る こ と , 調 べ 方, ま と め方
1市 (12時間) ･ 漁港の 見学, 漁師 ○漁港の 見学の 計画を立て る ○
さ んを たずね て
･ 水産業の変化
･ 魚 の養殖業
･ 魚 の栽培漁業
･ 新鮮 な魚を消費地
･ 調 べ る こ と , 見聞きし て くる こ と
○見学
･ イ ン タ ビ ュ ー
○ グ ラ フ な ど の資料をもと に , 漁業が ど の よう に変
化して きたか考える○
･ 遠洋漁業
･ 沖合業業
･ 沿岸漁業
･ 200海里水域
○養殖め工夫や努力に つ い て調 べ る ○
･ 養殖 の仕組み
･ 養殖業に携わ る人の話
○栽培漁業の 工夫や努力に つ い て 調 べ る○
･ 栽培 の しくみ
･ 栽培漁業セ ン タ ー の 人の 話
2
1
1
1
1
3
に
･ 全国 の友だちと交
○とれた魚が新鮮なまま消費地に届けられる工麦泣
つ い て 考え る○
･ 魚の 種類に応じた運送の 仕方
･ 高速道路の発達
流しよう○ ○自分たちが調 べ た食料生産の様子を他地域の 子供
たち に知らせ, 交流を図るo
･ ビ デ オ レ タ ー
･ メ ー ル 交換
3 こ れ か ら 6月下 - 7
⑥
･.日本 の 食料生産の ○こ れま で の学習を想起し, 日本 の食料生産の かか 2
1
1
2
の食料生産 7月 問題点を考えようo
･ 食料 の 輸入
･ 環境と消費者に や
える問題に つ い て 話し合う○
(6時間) ･ 産業別人口 の 割合
丁地方別の耕地面積
･ 日本 の土地利用
○ これから の 食糧確保は■どの よう に し て い けばよ い
か話 し合う ○
･ 自給派 . 輸入派に分かれ て 討論, 意見交換
さ し い食料生産
◇の び の び . と び だ
○食料生産の 新し い試み に はど の ようなもの があ る
か調 べ る○
･ 有機農法
･ 生 ゴ ミ の リ サ イ ク ル
･ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
せ ･ 海洋牧場
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表5. 各教科等おける情報活動の 目標との 関連と比重
教 科 情 報 数. 育 と の 関 連 調 べ て まとめ て 伝える
国語
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基礎 で ある言語能力を磨くo 読む, ○ ○. ○書く , 聞く , 話す
算数
論理的な判断力や目標 (解)を追究する努力を学ぶ ○ 考え ○ ○ ○て 答え を書く ○
理科
白鍵事象に T' い て考えを実際に確か め る活動の 中で , 科学 ○ ○ ○的な考え方を学ぶ
社会
社会現象に つ い て疑問を持ち, 体験を通して 実際に確かめ, ○ ○ ○資料を調 べ る こと で , 社会科学的な考え方を学ぶ o
総 合 的 な
学習の 時間 総合的
な テ ー マ の 下 で 問題解決活動に取り組む○ ○ ○ ○
抜き出し, 具体的に 東京書籍の ｢新訂 新しい社会｣ の
3年上の教科書の 中で , そ の部分がそ の 活動に 当たるか
を検討した結果で あ る｡ 比較する活動など は教科書の単
元を通じて行われ て お り, 具体的な ペ ー ジ を明確に示す
こ とが難し い場合もあ る ことが分かる ｡
さ ら に , 将来的に は, 複数 の教科書 に つ い て対応関係
を明確にすると共に , 各教科書会社 に著作権に関する了
解を得た上で , W eb上 に 公開し て い く ｡
< 指導計画との対応づ け>
教科書との対応関係を示しただけ で は, 教師は具体的
な学習展開が理解し に く い と い う点を考慮して , 新潟県
大潟町立大潟町小学校の社会科の 年間指導計画を1 つ の
例と して 取り上げ, 授業 の 中 に どの ような情報活動が埋
め込まれ て い るかを分析 した｡ 表4 に そ の 結果の 一 部
(小学校5年生の 1学期 の 部分) に対する分析の 結果を
示した ｡ 表4 から , ｢学習問題を作る｣, ｢発表する｣,
｢見学の 計画を立て る｣, ｢ 他地域の子どもたち に 知らせ ,
交涜を図る｣, ｢ビ デ オ レ タ ー ｣, ｢メ ー ル 交換｣, ｢問題に
つ い て話 し合う｣, ｢(意見の 異なる 2 つ の 班 に) 分かれ
て討論 , 意見交換｣ な どの 情報活動やメ デ ィ ア利用を読
みとる ことが で き る ｡
5
. 考察と まと め
今回の研究か ら, 国語科に お ける学習目標と情報教育
の 目標との 関係は非常に密接で ある ことが明らかとな っ
た｡ こ れ に対 して 社会科の よう に教科固有の学習内容が
存在する教科で は, 情報活動と同時に , 教科が学習者に
もたらす視点 (もの の 見方) も同時に抽出する ことが重
要で ある ことが示され た｡ 教科書と の 対応関係よりも,
よ り具体的な年間指導計画に お ける情報活動の分析が,
教師 に は理解しやすい こ とも示された｡
ま た, 国語科と社会科とで どの よ う な情報活動が多く
含まれ るか に違 い がある ことが明らか とな っ た｡ 教科 に
よ っ て ど の ような違い があるかを , 現時点で把握して い
る範囲内で表現した のが表5 で ある｡ 国語, 算数, 理科,
社会, 総合的な学習の 時間の 5 つ の 時間に含まれ る学習
活動を , 調 べ る, ま と める , 伝 える の 3 つ に分類すると
どの よ う に重み づ けが異な るかを示したも の で あ る ｡ た
だし , こ の裏は我々 の 直感的な表現で あ る の で , 今後の
よ り詳細 な研究が必要で ある｡
6 . 研究の 全体像と今後の課題
今回報告 した情報教育の 目標と教科書の 内容の対応づ
けをする研究 は, よ り大き な枠組みの プ ロ ジ ェ ク ト の 一
部で あ る ｡ そ れを図2 に示した ｡
総合的な学習の 時間に お ける授業案 (レ シ ピ) の研究
は, 情報教育の目標を達成するため の 授業展開を多数示
す こと で , 教師が総合的な学習の 時間に ｢情報｣ 関連の
授業を展開する の を助けるた め の も の で あ る｡ ま た , 各
教科に お ける授業で利用で きるデ ジタ ル コ ン テ ン ツ の 研
究は, イ ン タ ー ネ ッ ト上 に教育 (学習)に 利用で きる素
材を開発する研究に直結して い る｡ 教科書と教科教育に
おける情報活動の 対応を示す本研究は, こ れ ら2 つ の研
究を結び っ ける役割を果たすもの で ある｡
今後 の課題と して , 小学校お よび中学校の主要教科に
関する分析をすすめ , Web上 に 資料と し て 公開し て い
く作業が ある｡ 表5 に 現在, 分析を進め て い る教科をま
と めた｡ こ れ ら の教科に 関する分析結果を公表し, そ の
資料に よ っ て現職教員が情報教育的な活動を, よ り容易
に導入で きるかどうかを検証する こ とも, 今後 の課題で
ある ｡
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図2 . 情報教育を支援する研究プ ロ ジ ェ ク トの全体像
表6. 分析対象に した科目の 一 覧
①小学校 : 国語, 中学校 : 国語
②小学校 :社会, 中学校 : 社会
③小学校 :理科, 中学校 : 科学
④小学校 :算数, 中学校 : 数学
⑤中学校 :英語, 高等学校 : 英語
⑥小学校 :家庭科
文献
情報化の 進展に対応 した初等中等教育にお ける情報教育
の 推進等 に 関する調査研究協力者会議 1997体系的
な情報教育の実施 に向け て 文部科学省
メ デ ィ ア教育開発セ ン タ ー 2001総合的な学習の 時間一
情報教育の カ リキ ュ ラ ム 開発と支援教材- CD-R O M
文部科学省 2002情報教育の実践と学校の情報化 - 新
｢情報教育に関する手引｣ -
文部省 1998小学校学習指導要領
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